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序　

言

大
正
十
一
年（
二
〇
二
二
）は
、儒
教
の
聖
人
孔
子
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
二
千
四
百
年
に
当
た
り
、
日
本
で
も
、
湯
島
聖
堂
、
二
松

学
舎
、
足
利
学
校
、
懐
徳
堂
、
多
久
聖
廟
な
ど
全
国
の
漢
学
系
教

育
機
関
に
お
い
て
孔
子
祭
（
釈せ
き

奠て
ん

）
が
挙
行
さ
れ
た
。

大
阪
の
懐
徳
堂
で
は
、
同
年
十
月
八
日
午
前
十
一
時
か
ら
恒
例

の
懐
徳
堂
先
師
儒
の
祭
典
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
午
後
一
時
か
ら

孔
子
祭
典
が
行
わ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
も
、
大
正
時
代
に
再
建
さ
れ
た
懐

徳
堂
も
、
本
来
は
「
孔
子
を
祭
る
」
学
校
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
懐
徳
堂
研
究
で
、
こ
の
孔
子
祭
を
取
り
上
げ

て
考
察
し
た
も
の
は
な
い
。

で
は
、
懐
徳
堂
の
歴
史
に
お
い
て
こ
の
孔
子
祭
は
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
明
治
維
新
以
降
、

新
た
な
学
問
体
系
を
構
築
し
つ
つ
あ
っ
た
近
代
日
本
に
お
い
て
、

儒
教
や
孔
子
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ 

う
か
。

本
稿
で
は
、
こ
の
大
正
時
代
の
孔
子
祭
の
実
態
を
可
能
な
限
り

明
ら
か
に
し
、
懐
徳
堂
お
よ
び
日
本
近
代
史
に
お
け
る
孔
子
祭
の

意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一
、
懐
徳
堂
と
孔
子

ま
ず
、
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
と
孔
子
と
の
関
わ
り
を
確
認
し
て

み
よ
う
。
懐
徳
堂
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
大
坂
の
有
力
町

人
「
五ご

同ど
う

志し

」
が
三み

宅や
け

石せ
き

庵あ
ん

を
迎
え
て
開
設
し
た
民
間
の
漢
学
塾

で
あ
る
。
二
年
後
の
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）、
中な
か

井い

甃し
ゅ
う

庵あ
ん

の

尽
力
に
よ
り
官
許
学
問
所
と
な
る
が
、
大
阪
町
人
に
よ
る
事
実
上

湯　

浅　

邦　

弘

懐
徳
堂
の
孔
子
祭
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の
運
営
は
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
「
半
官
半
民
」
は

懐
徳
堂
最
大
の
特
色
と
も
な
っ
て
い
る
。
町
人
の
築
い
た
富
の
上

に
学
術
文
化
が
花
開
く
と
い
う
の
は
、
近
世
大
阪
の
大
き
な
特
徴

で
あ
ろ
う（
１
）。

た
だ
、
町
人
が
運
営
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
学
術
的
レ
ベ

ル
が
低
か
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
当
時
、
民
間
の
初
等
教
育

機
関
と
し
て
寺
子
屋
が
庶
民
の
識
字
率
向
上
に
貢
献
し
た
と
言
わ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
懐
徳
堂
は
、
単
な
る
読
み
書
き
算
盤
の
塾

で
は
な
く
、
中
国
伝
来
の
儒
学
（
朱
子
学
）
を
基
本
と
し
、
漢
籍

の
講
読
を
通
し
て
人
格
形
成
を
目
指
す
学
問
所
で
あ
っ
た
。

初
代
学
主
の
三
宅
石
庵
は
懐
徳
堂
官
許
の
記
念
講
演
と
し
て
、

『
論
語
』『
孟
子
』
の
各
首
章
を
取
り
上
げ
て
講
義
し
た
。
そ
の
講

義
を
受
講
生
が
筆
記
し
た
記
録
が
『
論
孟
首
章
講
義
』
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。
懐
徳
堂
創
立
に
際
し
て
真
っ
先
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
は
『
論
語
』『
孟
子
』
と
い
う
儒
教
経
典
で
あ
っ
た
。
懐
徳

堂
と
孔
子
と
の
関
係
は
創
立
当
初
か
ら
経
典
を
通
じ
て
あ
っ
た
と

言
え
る
。

第
四
代
学
主
中な
か

井い

竹ち
く

山ざ
ん

（
一
七
三
〇
～
一
八
〇
四
）
の
頃
に
全

盛
期
を
迎
え
、
竹
山
は
懐
徳
堂
を
江
戸
の
昌
平
坂
学
問
所
と
並
ぶ

官
立
学
校
に
し
た
い
と
考
え
た
。
そ
れ
ほ
ど
高
度
で
充
実
し
た
教

学
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
老
中
首
座
松
平
定
信

の
諮
問
を
受
け
、
そ
の
答
申
と
し
て
経
世
策
『
草そ
う

茅ぼ
う

危き

言げ
ん

』
を
呈

上
し
た
こ
と
も
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
市
中
の
火
災
で
類
焼
し
た
際
の
再

建
計
画
で
は
、
敷
地
を
二
倍
に
拡
大
し
、「
孔
子
廟
」
を
設
け
る

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
懐
徳
堂
の
敷
地
と
学
舎
は

五
同
志
が
提
供
し
た
も
の
で
、
あ
く
ま
で
普
通
の
町
人
屋
敷
で

あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
的
工
夫
を
凝
ら
し
、
儒
教

空
間
と
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
た（
２
）。

寛
政
大
火
後
の
再
建
に
際
し
て
、
竹
山
は
そ
れ
ま
で
の
懐
徳
堂

に
な
か
っ
た
「
孔
子
廟
」
を
設
け
よ
う
と
し
た
。
図
面
に
よ
る
と
、

学
舎
に
入
っ
て
左
手
に
、
池
に
囲
ま
れ
た
「
拝
殿
」
が
あ
り
、
渡

り
廊
下
で
つ
な
が
っ
た
そ
の
奥
に
「
聖
廟
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
入
口
に
は
「
門
」
が
あ
り
、
一
番
奥
に
は
「
聖
像
」、
そ
の

横
に
は
「
四
配
」
の
文
字
も
見
え
る
。
つ
ま
り
、
孔
子
廟
の
中
に

孔
子
の
像
と
四
配
の
像
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
計
画
は
、
結
局
予
算
の
都
合
で
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
も

し
孔
子
廟
が
併
設
さ
れ
て
い
た
ら
懐
徳
堂
の
性
格
は
そ
の
後
や
や

変
容
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

ま
た
竹
山
は
別
途
、
京
都
の
公
家
か
ら
の
依
頼
で
御
所
内
の
学

校
計
画
も
立
案
し
た
。
そ
の
計
画
図
面
に
は
、「
観
光
院
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
竹
山
は
こ
れ
に
よ
り
、
昌
平
坂
学
問
所
、
懐
徳
堂
、

観
光
院
と
い
う
三
都
の
官
立
学
校
並
立
を
目
指
し
た
の
で
あ
る（
３
）。

そ
の
設
計
図
面
と
構
想
を
解
説
し
た
「
建
学
私
議
」
に
よ
る
と
、
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中
央
に
大
き
な
「
講
堂
」
を
置
い
て
「
明
新
堂
」
と
名
づ
け
、
尊

貴
の
方
が
休
息
す
る
一
間
は
「
就
将
閣
」
と
し
、
次
の
一
間
は
平

日
に
会
集
す
る
場
所
と
し
て
「
時
習
軒
」
と
し
、
教
授
の
間
は 

「
尊
賢
斎
」、
次
の
一
間
は
食
事
茶
所
と
し
て
「
授
粲
堂
」、
中
門

は
「
進
修
門
」
と
す
る
な
ど
、
中
国
古
典
に
由
来
す
る
名
称
を
付

け
る
べ
き
だ
と
提
言
す
る
。

参
考
ま
で
に
記
す
と
、
校
名
の
「
観
光
院
」
は
『
易
経
』
に
由

来
し
、
以
下
順
に
、
出
典
と
な
る
の
は
、「
明
新
」
が
『
易
経
』、 

「
就
将
」
が
『
書
経
』、「
時
習
」
が
『
論
語
』、「
尊
賢
」
は
『
中
庸
』

『
孟
子
』、「
授
粲
」
は
『
詩
経
』、「
進
修
」
は
『
易
経
』
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
敷
地
の
奥
に
大
き
な
「
聖
堂
」（
孔

子
廟
）
の
基
壇
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
建
学
私
議
」

に
よ
る
と
、
ま
ず
は
こ
の
敷
地
を
確
保
し
て
お
い
て
、
後
に
聖
堂

を
建
設
す
る
。
そ
の
際
、
孔
子
と
と
も
に
祀
る
配は
い

享き
よ
うに
つ
い
て
も

「
十
哲（
４
）」
な
ど
の
俗
習
は
廃
絶
し
、
日
本
独
自
の
配
享
を
検
討
す

べ
き
だ
と
具
体
的
な
提
言
を
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
も
、
京
都
の
大
火
な
ど
で
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
竹

山
が
官
立
学
校
内
に
孔
子
廟
を
併
設
し
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

結
局
、
幕
末
ま
で
懐
徳
堂
に
孔
子
廟
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
孔
子
を
祭
る
儀
式
す
な
わ
ち
釈
奠
が
挙
行
さ
れ
た
と
の
記
録

も
な
い
。
懐
徳
堂
は
あ
く
ま
で
漢
籍
を
通
じ
て
儒
教
精
神
を
学
ぶ

学
校
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、「
祀
る
」
と
い
う
文
化
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
懐

徳
堂
に
は
「
祠し

堂ど
う

」
が
あ
っ
た
。
懐
徳
堂
第
二
代
学
主
の
中
井
甃

庵
は
『
喪そ
う

祭さ
い

私し

説せ
つ

』
を
執
筆
し
、
朱
子
が
定
め
た
『
家
礼
』
の
内
、

特
に
「
葬
」「
祭
」
二
礼
に
つ
い
て
解
説
し
た
。『
家
礼
』
は
中
国

士
大
夫
の
冠
婚
葬
祭
の
礼
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
甃
庵
は
、

こ
の
『
家
礼
』
の
精
神
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
日
本
の
住
宅
事
情

や
貧
富
の
差
な
ど
を
考
慮
し
て
、
柔
軟
に
受
容
し
よ
う
と
し
た
。

懐
徳
堂
に
お
い
て
も
「
祀
る
」
こ
と
は
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
対
象
は
孔
子
で
は
な
く
、
懐
徳
堂
の
先
人
た
ち
で
あ
っ
た（
５
）。

中

井
竹
山
が
描
い
た
寛
政
年
間
の
再
建
計
画
図
面
で
も
、「
聖
廟
」

の
隣
に
別
棟
で
「
祠
堂
」
と
あ
り
、
そ
の
奥
に
「
四
龕
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
神
位
を
収
め
る
厨
子
の
こ
と
で
、
四
代
前

ま
で
の
神
位
を
安
置
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

二
、
重
建
懐
徳
堂
と
孔
子
祭

で
は
、
大
正
時
代
に
再
建
さ
れ
た
懐
徳
堂
で
は
ど
う
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
明
治
二
年
（
一
九
六
九
）
に
閉
校
し
た
懐
徳
堂
を

惜
し
む
声
が
明
治
時
代
の
中
頃
か
ら
お
こ
り
、
懐
徳
堂
の
顕
彰
運

動
が
活
発
化
し
て
く
る
。

江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
教
授
の
子
孫
中
井
木
菟
麻
呂
は
、
明
治
二

懐徳堂の孔子祭 ― 湯浅邦弘
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十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
「
重
建
懐
徳
堂
意
見
」
を
発
表
し
再
建

を
目
指
し
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。

明
治
時
代
の
終
わ
り
頃
に
懐
徳
堂
顕
彰
を
大
き
な
運
動
と
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
は
西
村
天
囚
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
懐
徳
堂
記
念
会
が
発
足
し
、
大
正
二
年
に
財
団
法
人

と
し
て
認
可
さ
れ
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
懐
徳
堂
が
再
建

さ
れ
る
（
重
建
懐
徳
堂
）。

こ
の
重
建
懐
徳
堂
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
漢
学
を
基
本
と
し
な

が
ら
も
、
自
然
科
学
、
社
会
科
学
の
講
義
も
実
施
し
、
日
本
近
代

の
学
校
と
し
て
大
阪
市
民
に
開
放
さ
れ
た
。

そ
の
基
幹
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
懐
徳
堂
で
は
毎
年
十
月
に
恒こ
う

祭さ
い

が
行
わ
れ
て
い
た
。
歴
代
教
授
な
ど
物
故
功
労
者
を
儒
式
に
よ

り
追
悼
す
る
祭
典
で
あ
る
。そ
れ
が
十
月
に
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、

江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
の
開
学
が
十
月
だ
っ
た
の
に
ち
な
む
。
重
建

懐
徳
堂
で
は
こ
の
恒
祭
の
ほ
か
、
講
義
、
講
演
、
出
版
な
ど
の
文

化
事
業
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。
孔
子
と
の
関
係
は
、
あ
く
ま

で
儒
教
経
典
の
講
読
を
通
じ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
は
、
孔
子
没
後
二
千

四
百
年
記
念
事
業
と
し
て
孔
子
祭
を
挙
行
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
懐
徳
堂
の
歴
史
に
お
い
て
孔
子
祭
は
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
通
例
の
恒
祭
と
の
関
係

は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が 

ら
、
懐
徳
堂
記
念
会
に
は
、
そ
の
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。

懐
徳
堂
の
事
業
に
つ
い
て
は
機
関
誌
『
懐
徳
』
に
彙
報
と
し
て
毎

年
掲
載
さ
れ
る
が
、『
懐
徳
』
が
創
刊
さ
れ
る
の
は
大
正
十
三
年 

（
一
九
二
四
）
で
、
こ
の
時
期
の
活
動
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
が

多
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
は
、
当
時
の
新
聞
報
道
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
大

正
十
一
年
十
月
七
日
付
大
阪
朝
日
新
聞
朝
刊
は
、
翌
八
日
に
懐
徳

堂
で
「
孔
子
二
千
四
百
年
祭
典
」
が
挙
行
さ
れ
る
と
の
予
告
記
事

を
掲
載
し
、
同
九
日
付
朝
刊
は
、「
懐
徳
堂
の
孔
子
祭
」
の
見
出

し
で
、
三
十
行
を
超
え
る
長
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
概
要
を
写
真
入

り
で
紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
十
月
八
日
午
前
十
一
時
か
ら
大
講
堂
に
お

い
て
懐
徳
堂
先
師
儒
の
祭
典
（
恒
祭
）
が
行
わ
れ
、
続
い
て
会
務

報
告
と
表
彰
修
業
証
書
の
授
与
。
昼
休
憩
の
後
、
午
後
一
時
か
ら

孔
子
祭
が
執
行
さ
れ
た
。
祭
主
は
松ま
つ

山や
ま

直な
お

蔵ぞ
う

教
授
、
諸
役
は
聴
講

生
が
務
め
、
講
堂
奥
の
祭
壇
に
は
孔
子
の
神
位
を
安
置
し
た
。
奏

楽
の
中
、
幣へ
い

・
饌せ
ん

、
醴れ
い

を
献
じ
、
松
山
教
授
が
祝
文
を
奉
読
し
た
。

そ
の
祝
文
冒
頭
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
十
月
九
日
付
大
阪
朝
日
新

聞
に
よ
る
。
漢
字
は
現
行
字
体
に
改
め
る
）。

大
正
十
一
年
、
歳
次
壬
戌
、
自
先
聖
夫
子
歿
、
周
甲
四
十
、 

歴
年
二
千
四
百
、
懐
徳
堂
記
念
会
於
十
月
八
日
、
設
位
於
堂
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上
恭
修
釈
菜
之
礼
、
教
授
松
山
直
蔵
為
祭
酒
、
敢
昭
告
于
夫

子
曰
、
…
…
。

干
支
の
「
壬じ
ん

戌じ
ゅ
つ（
み
ず
の
え
い
ぬ
）」
は
大
正
十
一
年
（
一
九

二
二
）、「
周
甲
四
十
」
と
は
、
干
支
の
先
頭
の
「
甲
子
」
が
四
十

周
し
た
と
の
意
味
。
干
支
は
六
十
年
で
一
周
す
る
の
で
そ
の
四
十

倍
で
「
二
千
四
百
」
年
と
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
祭
典
は
古
記
録
に
従
い
、
迎げ
い

神し
ん

、
献け
ん

幣へ
い

、
献け
ん

饌せ
ん

、
献け
ん

醴れ
い

、
奉ほ
う

進し
ん

祝し
ゅ
く

文ぶ
ん

、
飲い
ん

福ぶ
く

受じ
ゅ

胙そ

、
徹て
つ

饌せ
ん

、
送
神
の
順
序
で
行
っ
た
。

こ
の
古
記
録
と
は
唐
の
開
元
年
間
に
始
ま
り
我
が
国
に
伝
わ
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
釈
奠
（
釈せ
き

菜さ
い

）
の
こ
と
で
あ
る
。

小
休
憩
の
後
、
二
時
半
か
ら
松
山
直
蔵
「
論
語
里
仁
篇
富
與
貴

章
」
の
講
義
、
京
都
大
学
の
狩か

野の

直な
お

喜き

「
孔
子
伝
の
一
節
に
就
き

て
」
の
記
念
講
演
が
あ
り
、
午
後
四
時
半
に
散
会
し
た
。

報
道
に
よ
る
と
、
こ
の
祭
典
に
は
、
中
井
木
菟
麻
呂
な
ど
懐
徳

堂
関
係
者
の
ほ
か
、
京
都
大
学
荒あ
ら

木き

寅と
ら

三さ
ぶ

郎ろ
う

総
長
と
博
士
九
名
、

お
よ
び
東
京
か
ら
西
村
天
囚
も
参
列
し
た
。
ま
た
、
大
阪
、
京
都
、

兵
庫
、
奈
良
各
県
か
ら
中
等
学
校
校
長
お
よ
び
国
漢
担
当
教
員
二

百
余
名
が
参
列
し
「
頗
る
盛
況
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

新
聞
報
道
か
ら
知
ら
れ
る
概
要
は
こ
の
程
度
で
あ
る
。
他
の
資

料
も
交
え
て
今
少
し
詳
細
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三
、
孔
子
祭
の
実
態

ま
ず
報
道
に
あ
る
古
記
録
す
わ
な
ち
釈
奠
に
つ
い
て
確
認
し
た

い
。「
迎
神
」
か
ら
「
送
神
」
ま
で
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
な
内
容
が
報
道
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
懐
徳
堂
記
念
会
に
も
そ

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
釈
奠
の
実
態
を
詳
細
に
伝
え
て
い
る
足
利
学
校
の
記

録
に
依
拠
し
な
が
ら
推
測
し
て
み
た
い
。
日
本
最
古
の
学
校
と
さ

れ
る
栃
木
県
の
足
利
学
校
で
は
、
室
町
時
代
の
関
東
管
領
上う
え

杉す
ぎ

憲の
り

実ざ
ね

が
復
興
し
た
頃
に
は
す
で
に
釈
奠
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

後
も
毎
年
挙
行
さ
れ
、そ
の
詳
細
な
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。も
っ

と
も
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
足
利

学
校
特
有
の
事
情
と
し
て
、
創
始
者
と
さ
れ
る
小お

野の
の

篁た
か
む
らの
祭
祀

と
の
関
係
も
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
古
式
が
継
承
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
史
跡
足
利
学
校
研
究
員
の
市
橋
一
郎
氏
が
「
足
利
学
校

の
釈
奠
」（
史
跡
足
利
学
校
研
究
紀
要
『
学
校
』
第
二
十
号
、
二

〇
二
二
年
）
と
し
て
、
釈
奠
の
原
義
、
中
国
・
日
本
に
お
け
る
釈

奠
の
歴
史
を
詳
細
に
ま
と
め
て
い
て
大
変
参
考
に
な
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
来
「
釈
奠
」
は
獣
屍
を
裂
い
た
犠
牲
と
酒

を
供
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
が
で
き
る
の
は
天
子
・
諸

侯
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
孔
子
の
弟
子
門
人
た
ち
も
厳
密
に
言
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え
ば
、「
釈
奠
」
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
簡
略
版
と

し
て
、
蔬
菜
を
供
え
る
「
釈せ
き

菜さ
い

」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ

し
て
足
利
学
校
で
も
、
例
え
ば
寛
政
四
年
（
一
七
六
二
）
略
釈
菜

式
の
流
れ
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

参
加
者
参
列
、
迎
神
、
供
献
、
祝
文
朗
読
、
賜
胙
飲
福
、
撤

供
、
送
神
、
礼
畢
。

「
迎
神
」
は
聖
廟
の
神
位
に
神
を
お
迎
え
す
る
こ
と
、「
供
献
」

は
供
え
物
を
捧
げ
る
こ
と
、「
祝
文
朗
読
」
は
祭
主
が
祝
文
を
奉

る
こ
と
、「
賜
胙
飲
福
」
は
供
え
物
を
祭
主
お
よ
び
参
列
者
が
い

た
だ
く
こ
と
、「
撤
供
」
は
供
物
を
撤
収
し
、
こ
れ
に
よ
り
「
礼 

畢
」、
す
な
わ
ち
儀
礼
が
終
了
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
は
、

大
正
十
一
年
の
懐
徳
堂
の
孔
子
祭
で
も
基
本
的
に
は
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
足
利
学
校
で
は
、
こ
う
し
た
釈
菜
挙
行
に
必
要
な
も

の
と
し
て
、
神
位
や
像
、
祭
礼
の
器
物
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

供
物
を
盛
る
た
め
の
様
々
な
祭
器
は
必
須
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
釈
奠
・
釈
菜
は
、
孔
子
の
み
な
ら
ず
「
四
配
」
す
な
わ
ち
顔

回
、
曽
子
、
子
思
子
、
孟
子
な
ど
を
も
あ
わ
せ
て
祀
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
孔
子
お
よ
び
四
配
の
神
位
や
像
は
神
を
お
迎
え
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
孔
子
を
祀
る
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
訳
で
は
な

い
懐
徳
堂
に
お
い
て
、こ
う
し
た
設
備
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

重
建
懐
徳
堂
は
、
大
阪
府
か
ら
無
償
提
供
さ
れ
た
三
百
六
十
一

坪
の
敷
地
に
建
て
ら
れ
た
。
通
り
に
面
し
た
正
門
を
入
る
と
左
手

に
二
階
建
て
の
事
務
所
棟
が
あ
る
。
そ
れ
を
左
に
見
な
が
ら
進
む

と
車
寄
せ
が
あ
り
木
造
校
舎
の
玄
関
と
な
る
。
重
厚
な
屋
根
瓦
が

葺
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
入
る
と
、
中
央
廊
下
の
両
側
に
小
講
堂

が
一
つ
ず
つ
、
そ
の
廊
下
の
突
き
当
た
り
に
大
講
堂
が
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
懐
徳

堂
の
よ
う
な
畳
の
間

で
は
な
く
、
床ゆ
か

に
椅

子
・
テ
ー
ブ
ル
が
置

か
れ
て
い
た
。
そ
の

奥
の
一
段
高
い
と
こ

ろ
に「
講
壇
」（
教
壇
）

が
あ
っ
た
。
こ
の
様

子
は
写
真
１
か
ら
も

よ
く
分
か
る
。
懐
徳

堂
は
あ
く
ま
で
教
学

の
場
で
あ
り
、
祭
祀

を
前
提
に
建
設
さ
れ

た
訳
で
は
な
い
の
で

写真１　重建懐徳堂大講堂内部
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あ
る
。
大
正
十
一
年

の
孔
子
祭
の
様
子
を

伝
え
る
写
真
２
で

は
、
こ
の
大
講
堂
の

机
・
椅
子
が
取
り
払

わ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
懐
徳
堂
に

孔
子
祭
祀
の
場
が
常

設
さ
れ
て
い
た
と
は

言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
経
費
面
に
つ

い
て
、
懐
徳
堂
記
念

会
の
財
団
資
料
を
手

が
か
り
に
推
測
し
て

み
よ
う
。
明
治
四
十
三
年
に
創
設
さ
れ
た
懐
徳
堂
記
念
会
は
、
大

正
二
年
に
財
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
財
団
法
人
は
、
現
在

で
も
そ
の
事
業
実
態
を
厳
し
く
監
査
さ
れ
る
。そ
の
た
め
当
時
も
、

領
収
書
一
枚
に
至
る
ま
で
保
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
残
念
な

が
ら
、
す
べ
て
の
年
度
に
つ
い
て
資
料
が
残
っ
て
い
る
訳
で
は
な

い
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
孔
子
祭
の
あ
っ
た
年
に
つ
い
て
は
、「
証
し
ょ
う

憑ひ
ょ
う

書
類
」
と
し
て
膨
大
な
資
料
が
束
に
な
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
一
年
十
月
の
孔
子
祭
関
連
経
費
と
し

て
支
出
さ
れ
た
の
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
費
目
で
あ
っ
た
。

・�

講
演
を
務
め
た
京
都
大
学
教
授
狩
野
直
喜
へ
の
謝
礼
「
五
拾

圓
」

・
祭
典
用
人
足
賃
延
べ
十
二
人
分
「
参
拾
圓
」

・
式
次
第
等
印
刷
費
「
参
圓
六
拾
銭
」

・
奏
楽
謝
礼
「
参
拾
参
圓
五
拾
銭
」

・
写
真
代
「
貳
拾
圓
」

・
記
念
菓
子
二
百
「
貳
百
六
拾
六
圓
貳
拾
銭
」

・
折
詰
弁
当
百
二
十
「
六
拾
四
圓
」

・
孔
子
祭
講
演
広
告
料
「
拾
四
圓
四
拾
銭
」
な
ど
。

ま
た
、
こ
の
翌
年
の
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
二
月
に
、

懐
徳
堂
講
師
武た
け

内う
ち

義よ
し

雄お

校
訂
の
『
論
語
義ぎ

疏そ

』
が
懐
徳
堂
記
念
会

か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
孔
子
没
後
二
千
四
百
年
記
念

事
業
の
一
環
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
費
は
前
年
の
十
一
月
、
す
な
わ

ち
孔
子
祭
の
翌
月
に
、『
論
語
義
疏
』
印
刷
費
前
渡
金
と
し
て
京

都
の
弘
文
堂
書
房
に
六
百
円
の
小
切
手
が
振
り
出
さ
れ
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
同
社
よ
り
「
活
字
設
備
費
代
金
」
と
し
て
、
そ

の
領
収
書
が
届
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

当
時
は
活
版
印
刷
だ
っ
た
め
、
一
字
ず
つ
活
字
を
組
ん
で
版
下

を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
。
特
に
古
い
漢
字
の
字
体
は
通
常
の
印
刷

写真２　孔子祭の様子
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物
で
は
使
用
し
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
特
殊
な
印
刷
物
に
つ
い
て

は
、
そ
の
活
字
を
揃
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
弘
文
堂
の
領
収
書
に
「
活
字
設
備
費
代
金
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
記
す
と
、
同
年
十
月
の
人
件
費
は
計
「
七
百
五
拾

七
圓
拾
銭
」。
内
訳
は
松
山
直
蔵
教
授
二
百
円
、
武
内
義
雄
講
師

百
円
、
吉よ
し

田だ

鋭は
や

雄お

書
記
八
十
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
光
熱

費
と
し
て
、
ガ
ス
代
金
三
十
三
銭
、
水
道
料
四
円
六
十
六
銭
、
電

話
料
十
三
円
九
十
三
銭
、
電
灯
料
三
十
三
円
八
十
三
銭
な
ど
を
支

出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
財
団
資
料
を
精
査
し
て
み
て
も
、
孔
子
に
直
接
関

わ
る
経
費
は
支
出
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
た
に
孔

子
の
像
を
作
っ
た
り
、
記
念
碑
を
建
て
た
り
、
祭
器
を
揃
え
た
り

と
い
う
形
跡
は
な
い
。
最
も
経
費
が
か
か
っ
た
の
は
、
記
念
菓
子

代
金
だ
っ
た
と
い
う
の
が
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。

た
だ
、
当
日
撮
影
さ
れ
た
記
念
祭
の
写
真
３
で
は
、
講
堂
奥
を

祭
壇
と
し
て
、
そ
こ
に
孔
子
の
神
位
が
安
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
ぎ
り
ぎ
り
拡
大
し
て
み
る
と
「
先
聖
孔
子
神
位
」
の
文

字
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
神
位
は
ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
謎
を
解
く
鍵
が
、
西
村
天
囚
の
郷
里
種
子
島
に
残
さ
れ 

て
い
た
。
天
囚
の
手
帳
（
日
記
）
十
九
冊
が
西
村
家
に
保
管
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
大
正
十
一
年
の
記
載
に
よ
っ
て
、
こ
の
前
後
の
懐

徳
堂
と
天
囚
の
動
向

が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。そ

れ
に
よ
る
と
、

当
時
東
京
朝
日
新
聞

の
主
筆
と
し
て
東
京

在
住
だ
っ
た
西
村
天

囚
は
、
こ
の
孔
子
祭

の
た
め
に
一
時
大
阪

に
戻
っ
た
。
十
月
四

日
、
午
前
九
時
半
発

の
汽
車
に
乗
り
、
同

日
夜
八
時
半
に
大
阪

着
。
翌
日
は
大
阪
の

自
宅
、
翌
六
日
は
、
朝
日
関
係
者
と
会
合
し
た
後
、
懐
徳
堂
の
茶

話
会
に
臨
ん
で
い
る
。
そ
し
て
祭
典
前
日
の
十
月
七
日
（
土
）
の

ペ
ー
ジ
に
は
、「
書
先
聖
孔
子
神
位
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
神
位
は
懐
徳
堂
記
念
会
の
依
頼
に
よ
り
、
天
囚

が
自
ら
墨
筆
で
記
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、

そ
れ
ま
で
重
建
懐
徳
堂
に
は
、
祭
典
に
使
え
る
よ
う
な
孔
子
の
神

位
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
祭
典
当
日
の
十
月
八
日
（
日
）
は
、「
霽
。
午
前
懐
徳

写真３　孔子祭（祭壇に先聖孔子神位）
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師
儒
祭
典
、
午
後
孔
子
祭
畢
有
講
演
、
晩
赴
大
阪
ホ
テ
ル
之
宴
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
日
ま
で
の
雨
が
上
が
っ
て
晴
れ
、
午
前

中
は
師
儒
祭
典
す
な
わ
ち
恒
祭
が
挙
行
さ
れ
、
午
後
か
ら
孔
子 

祭
、
そ
の
後
、
講
演
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
夜
は
大
阪
ホ

テ
ル（
６
）で

記
念
の
宴
会
が
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
午
前
中
が
通
常

の
恒
祭
で
、
午
後
か
ら
孔
子
祭
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
新
聞
報
道

と
も
合
致
す
る
。

つ
い
で
に
こ
の
日
記
に
基
づ
き
、
同
年
十
月
二
十
九
日
に
湯
島

聖
堂
で
挙
行
さ
れ
た
孔
子
祭
と
西
村
天
囚
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
お
こ
う
。

十
月
二
十
九
日
（
日
）
の
項
に
は
、「
晴
。
至
湯
島
聖
堂
参
列

孔
子
祭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
天
囚
は
、
八
日
の
懐
徳
堂

で
の
孔
子
祭
に
続
き
、
二
十
九
日
の
湯
島
聖
堂
の
孔
子
祭
に
も
参

列
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
手
帳
の
記
載
に
よ
る
と
、
天
囚
は
そ
の

後
、
上
野
の
日
本
美
術
協
会
の
先
儒
墨
迹
展
覧
を
参
観
し
、
夜
は

帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
記
念
宴
会
に
臨
ん
で
い
る
。

ま
た
、
湯
島
聖
堂
の
孔
子
祭
で
は
、
祭
主
を
徳
川
宗
家
第
十
六

代
当
主
で
斯
文
会
会
長
の
徳
川
家い
え

達さ
と

公
爵
が
務
め
、
祭
文
を
奉
読

し
た
が
、実
は
、こ
の
祭
文
を
起
草
し
た
の
が
他
な
ら
ぬ
天
囚
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
文
章
は
以
下
の
よ
う
な
書
き
出
し
と
な
っ
て

い
る
。

維
大
正
十
一
年
、
歳
在
玄
黓
閹
茂
、
自
至
聖
孔
子
卒
二
千 

四
百
年
于
茲
、
斯
文
會
於
十
月
二
十
九
日
、
謹
致
祭
於
聖 

廟
神
座
之
前
、
會
長
公
爵
徳
川
家
達
敢
昭
告
于
孔
子
之
靈 

曰
、
…
…
。（『
碩
園
先
生
文
集
』
巻
三
）

こ
の
内
、「
玄げ

ん

黓よ
く

」
は
十
干
の
壬
の
異
名
、「
閹え
ん

茂も

」
は
十
二
支

の
戌
の
異
名
で
、「
壬
戌
」
は
、
先
の
懐
徳
堂
の
祭
文
に
も
あ
っ

た
通
り
、
大
正
十
一
年
で
あ
る
。
天
囚
は
、
同
月
十
九
日
に
、「
斯

文
会
委
員
会
」
に
出
席
し
た
と
手
帳
に
記
し
て
い
る
の
で
、
湯
島

聖
堂
の
孔
子
祭
に
は
委
員
と
し
て
加
わ
り
、
祭
文
の
起
草
に
つ
い

て
も
依
頼
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。
手
帳
の
九
月
末
尾
の
空
欄

に
、
天
囚
は
、「
文
債
」
と
し
て
「
斯
文
会
孔
子
祭
文
」
な
ど
五

件
の
名
を
記
し
て
い
る
。
漢
文
執
筆
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
の
多

か
っ
た
天
囚
は
い
く
つ
も
の
草
稿
を
抱
え
て
い
た
。
湯
島
聖
堂
孔

子
祭
の
祭
文
も
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
執
筆
し
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
西
村
天
囚
が
大
正
十
一
年
の
孔
子
祭
に
深
く
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、

懐
徳
堂
自
体
は
、
孔
子
に
直
接
関
わ
る
経
費
を
支
出
し
た
訳
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
後
は
懐
徳
堂
に
お
い
て
孔
子
祭
は
行
わ
れ
ず
、
毎
年
秋
の

恒
祭
や
記
念
事
業
の
際
に
は
、
従
来
通
り
、
懐
徳
堂
先
師
儒
・
功
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記
念
事
業
と
し
て
の
特
例
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
こ
に
こ

そ
、
湯
島
聖
堂
や
足
利
学
校
な
ど
と
は
異
な
る
懐
徳
堂
の
特
色
が

認
め
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
以
来
の
商
業
都
市
大
阪
で
は
、
商
業
活

動
・
市
民
生
活
の
基
盤
と
し
て
の
倫
理
道
徳
が
強
く
意
識
さ
れ
、

人
格
形
成
に
資
す
る
も
の
と
し
て
儒
教
経
典
の
学
習
が
求
め
ら
れ

た
。
そ
の
重
要
な
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
、
懐
徳
堂
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
江
戸
幕
府
や
明
治
政
府
に
よ
っ

て
提
供
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
大
阪
町
人
・
市
民
が
自
ら
創
設

労
者
の
神
位
を
安
置
し
て
、
祭
文
を
奉
読
し
て

い
る
。
懐
徳
堂
の
奉
祀
規
定
第
一
条
に
も
、「
懐

徳
堂
記
念
会
は
本
会
の
事
業
並
に
経
営
維
持
に

功
労
あ
り
た
る
物
故
者
を
奉
祀
し
毎
年
一
回
恒

祭
を
行
う
」「
毎
年
恒
祭
執
行
後
碩せ
き

学が
く

を
聘
し

て
記
念
講
演
を
行
う
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
通

り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
重
建
懐
徳
堂
の
平
面

図
で
も
確
認
で
き
る
。
大
講
堂
の
奥
に
「
講
壇
」

が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
「
祠
堂
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

写
真
４
は
、
懐
徳
堂
教
授
の
子
孫
中
井
木
菟

麻
呂
が
家
蔵
の
貴
重
資
料
を
昭
和
十
四
年
（
一

九
三
九
）
に
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
す
る
際
、

懐
徳
堂
先
師
儒
・
功
労
者
の
神
位
を
前
に
祭
文

を
奉
読
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
そ
の
「
祠
堂
」
の
扉
が
開
か
れ
、

大
き
な
神
位
が
置
か
れ
て
い
る
。
一
つ
は
懐
徳
堂
先
師
儒
、
も
う

一
つ
は
功
労
者
で
あ
る
。
大
正
十
一
年
の
孔
子
祭
で
安
置
さ
れ
て

い
た
孔
子
の
神
位
が
こ
こ
に
は
見
え
な
い
。

四
、
そ
の
後
の
孔
子
祭

こ
の
よ
う
に
懐
徳
堂
の
孔
子
祭
と
は
、
孔
子
没
後
二
千
四
百
年

重建懐徳堂平面図

写真４　祭文を読む中井木菟麻呂
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し
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
本
家
の
中
国
に
お
い
て
、
孔
子
祭
（
釈
奠
）
は
当
時
ど

の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
正
十
一
年
は
西
暦
一
九
二
二
年
、
中
華
民
国
十
一
年
に
あ
た

る
。
孔
子
祭
が
日
本
で
挙
行
さ
れ
た
同
年
十
月
頃
の
新
聞
報
道
を

参
考
に
し
て
み
よ
う
。
十
月
十
八
日
付
朝
日
新
聞
は
、
中
国
の
新

聞
各
紙
を
引
用
す
る
形
で
、
当
時
の
中
国
に
お
け
る
孔
子
の
評
価

を
記
し
て
い
る
。

ま
ず
、
中
華
新
報
に
、「
孔
子
は
支
那
の
生
ん
だ
最
大
の
人
格

者
の
一
人
」「
東
洋
文
明
建
設
の
最
大
貢
献
者
」
と
、
依
然
と
し

て
孔
子
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
た
だ
、
当

時
の
高
名
な
思
想
家
章し
よ
う

炳へ
い

麟り
ん（

号
は
太
炎
）の
言
葉
と
し
て
、「
孔

子
崇
拝
は
…
…
関
帝
岳
飛
に
及
ば
な
い
」「
孔
教
は
宗
教
で
は
な

く
し
て
支
那
固
有
の
宗
教
は
寧
ろ
道
教
」
と
い
う
論
評
を
紹
介
す

る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
中
国
人
に
と
っ
て
、
崇
拝
の
対
象
は
、
儒

教
の
孔
子
よ
り
も
道
教
の
神
々
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
方
、
儒
教
と
孔
子
に
対
す
る
厳
し
い
評
価
が
あ
る
こ
と
も
知

ら
れ
る
。
時
事
新
報
に
は
、「
孔
子
崇
拝
の
徒
は
日
に
減
少
」「
支

那
青
年
の
孔
子
反
対
は
孔
子
を
偶
像
的
に
崇
拝
す
る
に
対
す
る
反

感
よ
り
来
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
た
だ
基
本
的
に
は
、
こ
の
新

聞
で
も
、「
現
代
の
思
想
に
は
完
全
に
は
適
用
で
き
な
い
が
孔
子

は
支
那
民
族
中
の
大
思
想
家
」
と
し
て
一
定
の
評
価
を
下
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
民
国
日
報
で
は
、「
孔
子
の
政
治
論
は
殆
ど
破

産
的
」「
一
切
の
進
歩
的
思
想
を
妨
げ
」「
孔
子
祭
を
廃
し
孔
子
の

廟
は
学
校
と
し
」
と
孔
子
崇
拝
を
前
近
代
的
な
も
の
と
し
て
排
斥

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
六
年
後
の
一
九
二
八
年
、
す
な
わ
ち
中
華
民
国
十
七
年

に
な
る
と
、
報
道
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
く
る
。
済
南
特
派
員

の
記
事
と
し
て
、「
浮
か
ば
れ
ぬ
孔
子
」「
反
聖
人
熱
み
な
ぎ
り
」 

「
い
よ
い
よ
本
年
限
り
の
孔
子
祭
」
と
い
う
見
出
し
で
、
孔
子
の

出
身
地
曲
阜
で
も
、猛
烈
な
廃
孔
子
祭
運
動
が
起
こ
り
、南
京（
金

陵
）
の
大
学
院
か
ら
「
孔
子
祭
廃
止
令
」
が
出
さ
れ
る
中
、
済
南

城
内
の
孔
子
祭
が
唯
一
の
開
催
で
こ
れ
が
最
後
に
な
る
と
報
じ
て

い
る
。
三
民
主
義
に
抵
触
す
る
と
し
て
、
国
民
政
府
の
存
続
す
る

限
り
「
そ
の
復
活
は
覚
束
な
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

そ
の
翌
年
（
一
九
二
九
）
の
『
懐
徳
』
第
七
号
に
掲
載
さ
れ
た

竹
内
峰
治
「
支
那
の
祀
廟
」
は
、
中
国
各
地
を
め
ぐ
っ
た
紀
行
で

あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
南
京
で
は
「
孔
子
廟
、
貢
院
等
」
は
、「
国

民
政
府
首
都
の
建
設
に
没
頭
し
て
寺
院
、
祀
廟
の
殆
ど
夫
等
政
府

の
賑
房
に
当
て
ら
れ
」
て
い
た
と
説
く
。
ま
た
、
北
京
の
孔
子
廟

に
つ
い
て
は
、「
四
辺
の
雑
草
は
生
え
た
る
に
委
し
て
手
の
行
き

と
ど
か
ざ
る
荒
廃
の
さ
ま
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
孔
子
は
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら

七
〇
年
代
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
文
化
大
革
命
に
お
い
て
、
孔
子

懐徳堂の孔子祭 ― 湯浅邦弘

29



は
「
批
林
批
孔
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
中
国
共
産
党
副
主
席

林り
ん

彪ぴ
ょ
う（

一
九
〇
八
～
一
九
七
一
）
と
と
も
に
、
反
革
命
の
象
徴
と

し
て
痛
烈
に
批
判
さ
れ
た
。

し
か
し
一
転
し
て
現
代
で
は
、
曲
阜
の
孔
子
廟
・
孔
府
・
孔
林

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
儒
教
の
力
を
借
り
て
民
衆
の
道
徳
性

を
高
め
よ
う
と
す
る
政
治
運
動
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
孔
子
は
常

に
中
国
の
歴
史
と
文
化
に
深
く
関
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

結　

語

懐
徳
堂
は
も
と
も
と
孔
子
を
祀
る
学
校
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
大
阪
町
人
の
学
問
所
と
し
て
大
阪
町
人
が
自
ら
創

設
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
儒
教
を
基
本
と
す
る
漢
学
塾
だ
っ
た
と
い
う
点
で
孔
子
と

の
接
点
は
一
貫
し
て
あ
っ
た
と
は
言
え
る
。
そ
し
て
一
時
は
、
中

井
竹
山
に
よ
っ
て
孔
子
廟
の
併
設
も
検
討
さ
れ
た
。

ま
た
、
教
学
の
成
果
は
多
く
の
文
献
と
し
て
残
さ
れ
た
。
そ
れ

が
現
在
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
五
万
点
の
資
料
と
な
っ
て
継
承

さ
れ
て
い
る
。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
懐
徳
堂
の
再
建
運
動
が
起
っ
た
際
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
西
村
天
囚
で
あ
る
。
種
子
島
出
身

の
天
囚
は
、
東
京
大
学
に
新
設
さ
れ
た
古
典
講
習
科
で
漢
文
を
学

ん
だ
後
、
大
阪
に
移
り
、
当
時
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
入
っ
て
活
躍

し
た
。
現
在
も
続
い
て
い
る
コ
ラ
ム
「
天
声
人
語
」
は
天
囚
の
命

名
に
よ
る
。

天
囚
が
大
正
十
一
年
の
孔
子
祭
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

の
世
界
一
周
旅
行
で
あ
る
。
天
囚
を
含
む
五
十
七
名
の
民
間
人
が

百
四
日
間
か
け
て
欧
米
諸
国
を
巡
っ
た
。
そ
こ
で
新
し
い
近
代
の

学
問
、
お
よ
び
学
校
や
図
書
館
の
重
要
性
、
先
人
顕
彰
の
様
子
な

ど
を
学
ん
で
帰
る
。
こ
の
体
験
も
懐
徳
堂
再
建
を
強
く
後
押
し
し

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る（
７
）。

重
建
懐
徳
堂
は
昭
和
二
十
年
三
月
の
大
阪
大
空
襲
で
焼
失
し
て

し
ま
う
。
し
か
し
懐
徳
堂
の
資
料
と
精
神
は
現
在
も
継
承
さ
れ
て

い
る
。
蔵
書
は
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
と
な
り
、
恒
祭
は
、
先
師

を
追
悼
す
る
「
懐
徳
忌
」
に
形
を
変
え
て
毎
年
春
に
挙
行
さ
れ
て

い
る
。
姿
形
は
変
わ
っ
て
も
、
懐
徳
堂
の
伝
統
と
精
神
は
今
も
息

づ
い
て
い
る
と
言
え
る
。

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
は
大
正
十
一
年
の
孔
子
祭
が
挙
行
さ

れ
て
か
ら
百
年
後
、す
な
わ
ち
孔
子
没
後
二
千
五
百
年
で
あ
っ
た
。

ま
た
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
は
、
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
が
創
設

さ
れ
て
か
ら
三
百
年
に
あ
た
る
。
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【
写
真
・
画
像
出
典
】

本
稿
に
掲
載
し
た
重
建
懐
徳
堂
関
係
の
写
真
・
画
像
に
つ
い
て

は
す
べ
て
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
よ
り
掲
載
の
許
可
を
得

た
も
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

・
湯
浅
邦
弘
「
懐
徳
堂
の
祭
祀
空
間
─
中
国
古
礼
の
受
容
と
展
開
─
」（『
懐

徳
堂
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

・
湯
浅
邦
弘
編
著
『
増
補
改
訂
版
懐
徳
堂
事
典
』（
大
阪
大
学
出
版
懐
徳
堂
、

二
〇
一
〇
年
）

・
陶
徳
民
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）

・
竹
田
健
二
『
市
民
大
学
の
誕
生
─
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
─
』（
大
阪

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）

・
湯
浅
邦
弘
『
世
界
は
縮
ま
れ
り
─
西
村
天
囚
『
欧
米
遊
覧
記
』
を
読
む
─
』

（K
A

D
O

K
A

W
A

、
二
〇
二
二
年
）

注（
１
）
以
下
、
懐
徳
堂
の
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
編
著
『
増

補
改
訂
版
懐
徳
堂
事
典
』
参
照
。

（
２
）
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
懐
徳
堂
の
祭
祀
空
間
─
中
国
古

礼
の
受
容
と
展
開
─
」
参
照
。

（
３
）
こ
の
図
面
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
懐
徳
堂
の
至
宝
─
大
阪
の
「
美
」
と

「
学
問
」
を
た
ど
る
─
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
４
）「
十
哲
」と
は
、孔
子
門
人
の
中
で
特
に
す
ぐ
れ
た
十
人
を
い
う
。『
論
語
』

先
進
篇
に
そ
の
名
が
見
え
、顔
淵
・
閔
子
騫
・
冉
伯
牛
・
仲
弓
・
宰
我
・

子
貢
・
冉
有
・
季
路
・
子
游
・
子
夏
。
ま
た
、
こ
れ
ら
十
人
が
、
徳
行
・

言
語
・
政
事
・
文
学
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
四
科
十
哲
」

と
も
言
わ
れ
る
。
釈
奠
で
は
、
当
初
、
孔
子
の
配
享
は
、「
四
配
」（
顔
子
、

曽
子
、
子
思
子
、
孟
子
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
時
代
が
降
る
に
従
っ
て
、

配
享
の
数
が
増
え
て
い
っ
た
。

（
５
）
拙
稿
「
朱
子
『
家
礼
』
と
懐
徳
堂
『
喪
祭
私
説
』」（
吾
妻
重
二
・
朴
元

在
編
『
朱
子
家
礼
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
渉
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一

二
年
）
参
照
。

（
６
）
大
阪
ホ
テ
ル
と
は
、
大
阪
中
之
島
に
あ
っ
た
近
代
的
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧

業
博
覧
会
に
あ
わ
せ
て
同
年
一
月
に
竣
工
し
た
。
外
国
人
も
宿
泊
で
き

る
大
阪
初
の
洋
式
ホ
テ
ル
で
、
場
所
は
、
現
在
の
中
之
島
公
会
堂
の
東

側
に
あ
っ
た
。
大
正
時
代
の
終
わ
り
に
焼
失
し
、
そ
の
跡
地
は
現
在
、

公
会
堂
横
の
広
場
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
）
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
世
界
は
縮
ま
れ
り
─
西
村
天
囚
『
欧

米
遊
覧
記
』
を
読
む
─
』（K

A
D

O
K

A
W

A

、
二
〇
二
二
年
）
参
照
。

【
附
記
１
】

本
稿
は
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
七
月
十
六
日
、
二
松
学
舎

懐徳堂の孔子祭 ― 湯浅邦弘
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大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
孔
子
を
祭
る
─
日

本
に
お
け
る
孔
子
祭
典
─
」（
公
益
社
団
法
人
日
本
易
学
連
合
会

主
催
、
二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
学
セ
ン
タ
ー
共
催
）
で
の
筆
者
の

講
演
「
懐
徳
堂
の
孔
子
祭
」
を
基
に
、
改
め
て
論
考
と
し
て
書
き

下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
日
の
講
演
録
は
、
公
益
社
団

法
人
日
本
易
学
連
合
会
『
日
本
易
道
タ
イ
ム
ス
』
増
刊
秋
号
（
二

〇
二
二
年
十
月
十
五
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
附
記
２
】

本
稿
で
取
り
上
げ
た
懐
徳
堂
の
「
証
憑
書
類
」
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
よ
り
特
別
に
閲
覧
の
許
可
を
得

た
。
ま
た
、
資
料
の
重
要
性
と
経
年
劣
化
に
鑑
み
、
電
子
化
保
存

を
提
言
し
た
と
こ
ろ
お
認
め
い
た
だ
き
、
現
存
す
る
も
の
で
は
最

も
古
い
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
分
の
計
一
九
六
六
枚
に
つ
い
て

は
、
懐
徳
堂
記
念
会
に
お
い
て
全
点
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
化
し
、
続

く
大
正
十
一
年
～
十
五
年
分
の
計
一
八
二
五
枚
に
つ
い
て
は
、
日

本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
日
本
近
代
人
文
学
の

再
構
築
と
漢
学
の
伝
統
─
西
村
天
囚
関
係
新
資
料
の
調
査
研
究
を

中
心
と
し
て
―
」（A

21H
00465a

）
の
成
果
と
し
て
全
点
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
化
を
完
了
し
た
。
こ
の
科
研
の
代
表
者
は
島
根
大
学
の

竹
田
健
二
教
授
、
湯
浅
は
そ
の
分
担
研
究
者
を
務
め
て
い
る
。
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